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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
、
会
員
皆
様
に

は
格
別
の
御
高
配
に
預
か
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
給
わ
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
一
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
国
際
的
に
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長

引
き
解
決
の
道
は
開
か
れ
ず
、

ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ス

ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
、
イ
ス

ラ
エ
ル
へ
の
大
規
模
な
攻
撃

を
仕
掛
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が

報
復
を
開
始
す
る
な
ど
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
流

動
化
を
深
め
、
世
界
の
平
和

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
諸
物
価
高
騰
に
よ
り
、

消
費
の
停
滞
、
半
導
体
の
不

足
に
よ
る
企
業
収
益
の
悪
化
、

対
外
政
策
な
ど
、
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

政
治
の
世
界
は
派
閥
の
力

学
は
検
察
の
捜
査
に
よ
り
崩

れ
、
大
臣
が
政
治
資
金
規
正

法
に
抵
触
す
る
等
、
信
用
失

墜
行
為
と
な
り
、
自
民
党
は

解
党
的
出
直
し
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
中
、
海
外
の
野
球

界
を
み
ま
す
と
、
エ
ン
ゼ
ル

ス
に
所
属
し
て
い
た
大
谷
選

手
は
、
10
年
総
額
７
億
ド
ル

（
約
１
０
１
５
億
円
）
で
ド

ジ
ャ
ー
ス
と
破
格
の
年
棒
で

契
約
し
ま
し
た
。
会
見
で
は
、

「
勝
つ
こ
と
が
今
の
僕
に
と
っ

て
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
、

優
勝
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ

う
全
力
で
頑
張
り
た
い
」
と

悲
願
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

優
勝
に
向
け
た
強
い
決
意
を

示
し
て
い
ま
し
た
。
是
非
と

も
優
勝
へ
向
け
悲
願
達
成
し

て
頂
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
龍
」
で

す
。
十
二
支
の
動
物
の
中
で

も
唯
一
「
架
空
の
生
き
物
」

で
す
。

古
代
中
国
で
は
竜
が
実
在

す
る
江
南
の
水
の
精
と
信
じ

ら
れ
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
竜
の
鳴
き
声

は
雷
や
嵐
を
呼
び
、
天
候
な
ど

自
然
を
支
配
す
る
巨
大
な
力
を

持
つ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
「
竜
巻
」
の
語
源

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
神
獣
や
霊
獣

の
よ
う
な
権
力
の
象
徴
と
し

て
扱
わ
れ
、
天
候
を
も
支
配

す
る
巨
大
な
力
か
ら
、
辰
年

は
時
代
を
動
か
す
「
変
革

（
転
機
）
」
や
「
激
動
」
の

年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

会
員
皆
様
に
と
り
、
躍
動
の

年
と
な
り
ま
す
様
、
ご
健
康

と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

1

新年明けましておめでとうございます

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
の
時
代
に
入
り
、
新

し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
と
し

て
、
「
第
三
者
管
理
方
式
」

が
取
り
上
げ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
管
理
組
合
に
、
理

事
の
成
り
手
が
い
な
い
。
と

言
う
ケ
ー
ス
が
多
い
中
、
管

理
組
合
の
理
事
会
を
廃
止
し
、

管
理
委
託
契
約
管
理
会
社
の

社
員
が
役
員
に
就
任
し
て
、

区
分
所
有
者
で
あ
る
理
事
長

や
理
事
会
が
従
来
行
っ
て
き

た
業
務
を
行
う
方
式
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
は
、

区
分
所
有
者
の
自
治
を
重
視

し
て
区
分
所
有
者
で
構
成
さ

れ
る
理
事
会
が
組
合
運
営
に

あ
た
り
、
総
会
の
開
催
、
修

繕
計
画
の
策
定
、
修
繕
積
立

金
の
管
理
、
予
算
・
決
算
業

務
、
居
住
者
へ
の
報
告
な
ど

「
理
事
会
運
営
方
式
」
が
主

流
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
今
で
は
、
居

住
者
の
高
齢
化
や
住
戸
の
賃

貸
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
従
来

の
方
法
で
は
運
営
が
困
難
と

な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
マ
ン
シ
ョ

ン
維
持
管
理
に
関
わ
る
業
務

全
般
を
、
実
質
的
に
第
三
者

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

〇
管
理
会
社
が
理
事
長
と
な

り
、
そ
こ
で
、
組
合
員
以
外

の
第
三
者
で
あ
る
専
門
家
が

組
合
運
営
に
参
加
す
る
「
第

三
者
管
理
方
式
」
と
い
う
方

式
が
登
場
し
ま
し
た
。

理
事
会
が
な
く
な
る
の
で

区
分
所
有
者
が
理
事
と
な
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
区
分
所
有
者
全

員
の
意
思
表
示
の
機
会
で
あ

る
、
最
高
意
思
決
定
機
関
と

し
て
機
能
す
る
総
会
は
も
管

理
会
社
主
導
で
行
わ
れ
ま
す
。

〇
区
分
所
有
者
か
ら
は
監
事

を
選
任
し
て
監
視
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
、
管
理
組
合
運

営
が
適
正
に
行
わ
れ
る
体
制

を
つ
く
り
ま
す
。
こ
こ
で
区

分
所
有
者
は
、
管
理
会
社
な

ど
の
専
門
家
が
適
切
に
業
務

を
進
め
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

外
部
専
門
家
の
依
頼
先
企

業
が
バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
を
も

ら
う
よ
う
結
託
し
て
い
る
こ

と
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。

こ
の
場
合
、
管
理
組
合
と

利
益
が
相
反
す
る
形
と
な
り
、

適
切
に
組
合
の
機
能
が
し
な

い
可
能
性
が
出
て
く
る
た
め
、

外
部
専
門
家
を
監
査
す
る
機

能
の
設
置
も
大
切
で
す
。

こ
の
方
式
を
採
用
す
れ
ば
、

専
門
家
が
加
わ
る
こ
と
で
組

合
運
営
の
効
率
が
良
く
な
る

こ
と
や
、
昨
今
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
「
役
員
の

な
り
手
不
足
」
の
問
題
解
消

に
も
つ
な
が
る
た
め
、
最
近
、

特
に
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

2

新
時
代
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
・

第
三
者
管
理
方
式
と
は
、
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〇
メ
リ
ッ
ト

一
、
区
分
所
有
者
の
管
理
組

合
運
営
の
心
理
的
、
業
務

的
負
担
が
軽
減
で
き
る
。

二
、
専
門
知
識
を
も
と
に
し

た
適
切
な
対
応
、
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
の
プ
ロ
が
管
理
組
合

の
運
営
を
行
う
。

三
、
築
年
数
経
過
に
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
も
、

専
門
知
識
を
も
と
に
し
た
適

切
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
。

〇
デ
メ
リ
ッ
ト

一
、
専
門
家
へ
の
報
酬
支
払

に
よ
る
管
理
費
の
増
加
が

伴
な
い
ま
す
。

第
三
者
管
理
者
と
な
る
専
門

家
へ
の
報
酬
の
支
払
い
が
追

加
さ
れ
て
、
管
理
費
の
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
管
理
組
合
の
収
支
全
体

を
見
直
し
て
、
大
幅
に
管
理

費
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
も
あ
る
る
で
し
ょ

う
。

二
、
大
き
な
支
出
を
伴
う
修

繕
工
事
な
ど
も
、
今
迄
ど
お

り
総
会
の
決
議
を
経
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
工
事
の
発
注
元
と

な
る
の
は
、
実
質
、
第
三
者

管
理
と
な
る
管
理
会
社
で
、

工
事
費
手
数
料
を
加
味
し
、

嵩
る
事
に
な
り
ま
す
。
依
頼

先
も
、
管
理
会
社
主
導
で
、

特
命
競
争
入
札
と
決
定
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

注
意
す
る
事
は
、
民
法
１
０

８
条
第
２
項
、
「
自
己
取
引

の
禁
止
」
若
し
く
は
「
利
益

相
反
行
為
」
が
行
わ
れ
、
管

理
組
合
に
不
利
益
行
為
が
齎

さ
れ
「
資
産
の
減
少
」
と
言

う
事
象
が
発
生
す
る
可
能
性

が
多
分
あ
る
と
言
う
事
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

〇
当
会
よ
り
提
唱

当
法
人
に
「
今
迄
自
主
管

理
で
あ
っ
た
が
、
区
分
所
有

者
は
高
齢
と
な
り
、
役
員
選

出
は
輪
番
制
で
あ
り
、
順
番

が
来
て
も
、
辞
退
す
る
人
が

多
く
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

第
三
者
管
理
を
管
理
会
社
へ

相
談
を
し
た
が
、
思
っ
た
以

上
に
管
理
費

が
高
い
見
積
り

が
来
た
の
で
躊
躇
し
て
い
る
。

と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

契
約
内
容
に
は
、
清
掃
業

務
、
管
理
員
業
務
、
理
事
会
、

総
会
の
運
営
、
事
務
管
理
、

緊
急
時
の
対
応
等
の
管
理
組

合
運
営
の
全
て
の
項
目
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
法
人
か
ら
提

案
を
し
た
の
は
、
外
部
役
員

制
度
を
提
案
し
ま
し
た
。

〇
外
部
役
員
制
度
の
登
用
と

は
、
管
理
組
合
に
対
し
て
の

理
事
、
監
事
の
派
遣
業
務
で

す
。管

理
組
合
と
管
理
会
社
と

管
理
委
託
契
約
を
締
結
し
て

い
る
管
理
組
合
に
、
当
会
か

ら
、
管
理
組
合
の
立
場
に
立

ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
精

通
し
て
い
る
国
家
資
格
を
有

す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
等

を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。

管
理
組
合
は
費
用
節
約
し
、

組
合
費
の
蓄
財
を
目
的
と
し

ま
す
が
、
管
理
会
社
は
、
株

式
会
社
で
す
か
ら
、
自
社
の

利
益
を
優
先
し
ま
す
。
そ
こ

に
二
律
背
反
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
す
。

〇
予
算
準
拠
主
義
に
基
づ
い

た
、
管
理
組
合
の
維
持
管
理

に
対
し
て
建
物
、
敷
地
の
保

全
修
繕
等
の
経
費
節
約
に
努

め
、
最
少
費
用
の
費
用
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
施
策
の
提
言
を
致
し
ま
す
。

組
合
員
皆
様
方
と
一
緒
に

な
り
、
管
理
組
合
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
設
計
を
見
出
し
、

組
合
に
利
益
を
齎
せ
る
管
理

組
合
作
り
の
お
手
伝
い
を
提

唱
し
て
い
ま
す
。
居
住
し
て

い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
大
切
な

資
産
で
す
。
資
産
価
値
の
保

全
、
組
合
員
、
居
住
者
に
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
為
の
、

お
手
伝
い
を
す
る
の
が
外
部

役
員
制
度
で
す
。

国
の
勧
め
る
「
管
理
計
画
認

定
制
度
」
の
申
請
の
手
続
き

も
加
味
し
た
計
画
も
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。

3
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２
０
２
２
年
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
法
」
が
改
正

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
令
中
、
第
３
条
の

２
各
自
治
体
は
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
推
進
行
政
事

務
を
処
理
す
る
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
推
進
計
画
」
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

規
程
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
自
治
体
は

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
の
推
進
を
図
る
た
め
の

基
本
的
な
指
針
（
管
理
適
正

化
指
針
）
」
が
策
定
さ
れ
ま

す
。
本
指
針
で
は
、
管
理
計

画
認
定
制
度
の
認
定
基
準
な

ど
、
自
治
体
が
独
自
基
準
を

設
け
た
場
合
は
、
そ
の
定
め

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
埼
玉
県
内
に
お
い
て
の
認

定
マ
ン
シ
ョ
ン

所
沢
市

９
件

さ
い
た
ま
市

４
件

川
越
市

２
件

蕨
市

１
件

戸
田
市

１
件

川
口
市

１
件

草
加
市

１
件

（
令
和
５
年
12
月
25
日
現
在

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
埼
玉
県
内
は
19
件
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。

〇
メ
リ
ッ
ト
の
薄
い
管
理
計

画
認
定
制
度

管
理
計
画
認
定
制
度
普
及

は
思
っ
た
以
上
に
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

当
初
は
、
時
の
住
宅
局
長

が
国
会
の
場
で
「
税
制
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
る
」

と
の
発
言
で
、
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
は
、
「
長
寿
命
化
に

資
す
る
大
規
模
修
繕
工
事
を

行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す

る
特
例
措
置
」
と
し
て
の
み

に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
制
度

で
す
。

〇
認
定
の
メ
リ
ッ
ト

．
税
制
改
正
の
概
要

管
理
計
画
の
認
定
を
受
け
た

マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て
、

長
寿
命
化
工
事
が
実
施
さ
れ

た
場
合
に
、
そ
の
翌
年
度
の

み
に
課
さ
れ
る
建
物
部
分
の

固
定
資
産
税
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

減
額
割
合
は
、
1/6
～
1/2
の
範

囲
内
（
参
酌
基
準
：
1/3
）
で

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
マ
ン
シ
ョ
ン
】

○

築
後
20
年
以
上
が

経

過
し
て
い
る
10
戸
以
上
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

○

長
寿
命
化
工
事
を
過

去
に
１
回
以
上
適
切
に

実
施
し
て
い
る
こ
と

○

長
寿
命
化
工
事
の
実

施
に
必
要
な
積
立
金
を

確
保
し
て
い
る
こ
と
と
条

件
が
り
ま
す
。

建
物
の
外
壁
大
規
模
修
繕
な

ど
が
５
年
間
に
工
事
予
定
は

な
く
、
関
係
な
い
管
理
組
合

は
、
何
も
税
制
の
メ
リ
ッ
ト

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
認
定
期
間
に
工
事
を
実

施
し
て
も
翌
年
１
年
限
り
の

減
税
で
す
。

自
分
自
身
で
税
務
申
告
も
し

な
け
れ
ば
り
ま
せ
ん
。
こ
の

様
に
、
管
理
組
合
に
と
り
、

認
定
さ
れ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は

薄
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

〇

中
古
市
場
の
流
通
促
進

認
定
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸

を
中
古
住
宅
と
し
て
購
入
し

た
場
合
、
住
宅
金
融
支
援
機

構
の
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
場

合
、
金
利
の
優
遇
を
受
け
る

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。
現

在
所
有
し
て
い
る
区
分
所
有

者
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

税
制
の
あ
り
方
と
し
て
、

税
負
担
の
公
平
、
校
正
、
簡

素
の
原
則
が
あ
る
通
り
、
減

免
に
関
し
て
も
、
認
定
マ
ン

シ
ョ
ン
は
、
公
平
な
減
免
措

置
を
一
律
に
講
じ
る
べ
き
で

す
。場

当
た
り
的
措
置
で
あ
る

税
制
よ
り
、
国
土
交
通
省
の

再
生
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、

補
助
金
制
度
を
適
用
し
、
自

治
体
を
通
じ
、
組
合
活
動
費

と
し
て
交
付
す
べ
き
で
す
。
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２
０
１
８
年
に
国
土
交

通
省
が
発
表
し
た
「
平
成
30

年
度
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
調
査
」

に
よ
る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
全

体
の
修
繕
積
立
金
の
積
立
方

式
の
採
用
割
合
は
「
均
等
積

立
方
式
」
が
４
１
・
４
１
％

「
段
階
増
額
積
立
方
式
」
は

４
３
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

２
０
１
５
年
以
降
に
完
成
し

た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
「
均
等

積
立
方
式
」
が
１
９
・
７
％
、

「
段
階
増
額
積
立
方
式
」
は

６
９
・
７
％
に
達
し
て
お
り
、

新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
で
「
段
階

増
額
積
立
方
式
」
が
設
定
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
修
繕
積
立
金
の

２
つ
の
徴
収
方
式
で
あ
る

「
段
階
増
額
積
立
方
式
」
と

「
均
等
積
立
方
式
」
国
が

「
均
等
積
立
方
式
」
を
推
奨

し
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計

画
認
定
制
度
」
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。

修
繕
積
立
金
の
２
種
類
の
徴

収
方
式

マ
ン
シ
ョ
ン
修
繕
積
立
金
に

は
２
種
類
の
徴
収
方
法
が
あ

り
ま
す
。

一
、
新
築
当
初
か
ら
修
繕
積

立
金
の
金
額
を
低
く
す
る

こ
と
で
負
担
を
軽
減
し
、

そ
の
後
、
段
階
的
に
増
額

し
て
い
く
「
段
階
増
額
積

立
方
式
」

二
、
将
来
的
に
必
要
な
修
繕

工
事
費
の

合
計
金
額
か

ら

按
分
し
、

当
初
か
ら
一

定
額
を
徴
収

し

て

い

く

「
均
等
積
立

方
式
」
で
す
。

修
繕
積
立

金
は
マ
ン
シ
ョ

ン
の
計
画
的

な
維
持
修
繕

の
た
め
に
必

須
で
す
。
し

か
し
昨
今
、

多
く
の
マ
ン

シ
ョ
ン
が
国

土
交
通
省
の
示
す
「
マ
ン
シ
ョ

ン
の
修
繕
積
立
金
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
金
額
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
積
立

金
不
足
を
懸
念
す
る
マ
ン
シ
ョ

ン
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

長
期
修
繕
計
画
の
作
成
時
期

や
内
容
を
確
認
し
、
資
金
計

画
に
つ
い
て
組
合
内
で
検
討

す
る
事
も
一
考
し
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。
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〇
管
理
人
の
人
手
不
足

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
が
、

昨
今
の
物
価
上
昇
に
よ
り
、

人
件
費
も
値
上
げ
し
な
い
と
、

管
理
人
、
担
当
者
の
雇
用
が

維
持
出
来
な
い
と
し
て
、

「
管
理
業
務
委
託
費
」
の
値

上
げ
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
に

応
諾
し
な
い
場
合
、
管
理
組

合
と
の
管
理
委
託
契
約
を
更

新
し
な
い
と
言
う
事
例
が
増

え
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た

契
約
書
の
ひ
な
形
「
マ
ン
シ
ョ

ン
標
準
管
理
委
託
契
約
書
」

の
第
19
条
に
は
、
「
相
手
方

に
対
し
、
少
な
く
と
も
３
カ

月
前
に
書
面
で
解
約
の
申
し

入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

本
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
迄
は
、
お
客
さ
ん
側
で

あ
る
管
理
組
合
の
方
か
ら
管

理
を
打
ち
切
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
仕
事
を
受
け
る
側
で

あ
る
管
理
会
社
の
方
か
ら
仕

事
を
拒
否
す
る
ケ
ー
ス
は
余

り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

〇
定
年
延
長
が
大
き
な
原
因

一
般
企
業
を
定
年
退
職
し

た
あ
と
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

と
し
て
管
理
員
を
選
択
す
る

方
が
多
く
。
60
歳
で
定
年
退

職
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

60
歳
～
65
歳
ま
で
管
理
員
の

仕
事
に
就
く
方
が
多
か
っ
た

訳
で
す
が
、
定
年
が
65
歳
ま

で
延
長
に
な
っ
た
り
、
再
雇

用
制
度
が
導
入
さ
れ
た
り
し

た
こ
と
で
管
理
員
の
仕
事
に

就
こ
う
と
す
る
方
が
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

管
理
会
社
と
し
て
は
、
管
理

員
の
な
り
手
不
足
は
か
な
り

深
刻
な
問
題
で
す
。

人
件
費
の
大
幅
な
値
上
げ
を

し
な
い
と
雇
用
も
難
し
い
時

代
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
管
理
人
の
勤
務

は
、
同
一
条
件
で
の
、
管
理

費
値
上
げ
を
要
請
し
て
来
て

い
る
訳
で
す
か
ら
、
反
対
に
、

管
理
人
の
時
間
短
縮
や
法
定

点
検
の
あ
る
設
備
の
直
接
発

注
へ
の
切
り
替
え
に
よ
り
、

現
状
の
管
理
業
務
委
託
費
用

を
維
持
す
る
交
渉
も
し
て
み

る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〇
管
理
会
社
の
変
更
も
視
野

こ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
な

い
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い

と
し
て
、
管
理
会
社
の
変
更

手
続
き
を
取
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

こ
の
場
合
、
３
か
月
前
通
知

が
契
約
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
期
限
の
前
に
、
次
の
管
理

を
受
託
し
て
く
れ
る
管
理
会

社
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
見
積
も
り
は
、
早
め

に
取
る
事
が
必
要
で
し
ょ
う
。
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日
本
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は

今
、
建
物
と
居
住
者
の

「
二
つ
の
老
い
」
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
国
土
交
通

省
に
よ
れ
ば
、
築
40
年
以

上
の
高
経
年
の
マ
ン
シ
ョ

ン
92
万
戸
（
令
和
元
年
時
）

あ
り
、
10
年
後
は
２
１
４

万
戸
、
20
年
後
に
は
３
８

５
万
戸
に
急
増
す
る
見
込

み
で
す
。

〇
顕
著
に
進
む
二
つ
の
老

い
旧
耐
震
基
準
の
80
年
以

前
に
建
て
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
60
歳
以
上
の
み
の

世
帯
が
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
建
物

の
老
朽
化
と
居
住
者
の
高

齢
化
と
い
う
「
二
つ
の
老

い
」
が
顕
著
に
進
ん
で
い

ま
す
。

そ
も
そ
も
区
分
所
有
法

と
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
よ
う
に
一
棟
の
建
物
を

区
分
し
て
所
有
権
の
対
象

と
す
る
場
合
、
所
有
権
が
認

め
ら
れ
る
要
件
や
建
物
、
敷

地
の
共
同
管
理
な
ど
権
利
関

係
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で

す
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い

う
形
態
が
増
え
始
め
た
１
９

６
２
年
に
制
定
さ
れ
た
後
、

管
理
組
合
に
つ
い
て
規
定
し

た
83
年
の
改
正
、
大
規
模
修

繕
の
決
議
要
件
を
緩
和
す
る

な
ど
し
た
２
０
０
２
年
の
改

正
な
ど
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
築
50
年
を
経
過

し
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
も
い

ま
や
珍
し
く
な
く
な
り
、
所

有
者
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
建

て
替
え
を
進
め
る
に
は
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の

開
発
業
者
）
の
参
入
が
不
可

欠
で
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

参
入
す
る
か
ど
う
か
の
判
断

基
準
は
、
建
て
替
え
に
よ
っ

て
受
け
る
「
経
済
的
利
益
」

に
大
き
く
依
存
し
ま
す
。

〇
保
留
床
確
保
の
困
難

こ
こ
で
い
う
経
済
的
利
益

と
は
、
保
留
床
（
建
て
替
え

な
ど
に
伴
っ
て
新
た
に
建
設

さ
れ
た
建
物
の
う
ち
、
も
と

も
と
の
地
権
者
が
取
得
す
る

床
面
積
以
外
の
部
分
）
の
取

得
面
積
と
、
そ
の
保
留
床
が

い
く
ら
で
売
れ
る
か
と
い
う

価
格
で
す
。
そ
し
て
、
実
際

に
は
容
積
率
や
日
影
規
制
に

よ
っ
て
保
留
床
が
生
じ
な
い

こ
と
も
多
く
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

に
と
っ
て
経
済
的
利
益
が
見

込
み
に
く
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が

大
多
数
で
す
。

そ
の
よ
う
な
経
済
条
件
の

悪
い
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ど
う
す

る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
行

き
当
た
り
ま
す
。
単
に
決
議

要
件
の
緩
和
だ
け
で
な
く
、

建
て
替
え
に
ど
の
よ
う
な
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
隣
接
地
と

の
共
同
建
て
替
え
制
度
や
税

制
優
遇
措
置
な
ど
）
を
与
え

る
の
か
、
そ
れ
と
も
建
て
替

え
で
は
な
く
区
分
所
有
関
係

の
解
消
（
敷
地
売
却
や
取
り

壊
し
制
度
）
を
進
め
る
の
か

も
併
せ
て
、
早
い
段
階
か
ら

組
合
内
部
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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埼
玉
県
川
口
市
は
埼

玉
県
の
南
の
玄
関
口
と

し
て
荒
川
を
境
に
東
京

都
に
隣
接
し
て
、
JR
京

浜
東
北
線
・
JR
武
蔵
野

線
・
埼
玉
高
速
鉄
道
線

が
通
っ
て
お
り
、
経
済

活
動
や
市
民
生
活
の
面

で
中
核
市
と
し
て

利
便

性
の
高
い
立
地
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
に
鳩
ヶ

谷
市
と
合
併
し
、
人
口
約

60
万
人
、
県
内
で
は
。
さ

い
た
ま
市
に
次
い
で
、
２

番
目
の
人
口
と
な
り
ま
し

た
。

か
つ
て
川
口
駅
周
辺
に
は

鋳
物
工
場
が
集
中
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
40
年

代
後
半
の
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
工
場
の

移
転
や
廃
業
が
相
次
ぎ
、

そ
の
工
場
跡
地
に
は
、
都

心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
、
さ
ら
に
市
街
地
は

川
口
駅
前
か
ら
郊
外
に
広
が

り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進

み
ま
し
た
。
近
年
で
は
川
口

駅
周
辺
を
は
じ
め
と
し
て
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
も
建

設
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人

口
化
比
率
２
１
．
６
％
と
高

く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク

戸
数
も
約
６
万
戸
に
上
っ
て

い
ま
す
。

他
市
に
先
駆
け
て
、
令
和
２

年
12
月
に
は
、
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
条
例
」
も
制

定
さ
れ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
政
策

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
で
す
。

〇
鋳
物
技
術
の
伝
承

江
戸
時
代
に
確
率
さ
れ
た

鋳
物
産
業
は
、
今
も
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
技
術
の
伝
承
し

新
た
な
製
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

〇
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

川
口
市
が
運
営
す
る
憩
い

の
場
で
す
。
四
季
折
々
の
花

や
み
ど
り
の
世
界
が
お
迎
え

し
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
園
芸
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

去
年
、
12
月
に
、
恒
例
の

「
一
日
子
ど
も
店
長
に
、
当

法
人
も
出
店
し
、
子
供
達
に

「
焼
き
鳥
店
長
」
を
経
験
し

て
貰
い
ま
し
た
。

炭
火
で
「
焼
き
鳥
」
を
焼

き
、
タ
レ
を
付
け
油
紙
に
詰

め
、
買
い
物
袋
に
入
れ
、
金

券
と
交
換
し
デ
リ
バ
リ
ー
迄
、

全
て
の
工
程
を
体
験
し
て
貰

い
、
最
後
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ン

券
」
で
、
こ
の
場
所
だ
け
で

の
模
擬
流
通
紙
幣
の
報
酬
を

貰
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
生
き

た
経
済
実
践
教
育
の
活
動
体

験
す
る
場
で
す
。
最
後
に
自

分
で
焼
い
た
「
焼
き
鳥
の
味
」

を
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

令
和
５
年
10
月
号
第
１
４
０

号
「
我
が
街
紹
介
で
マ
ン
シ
ョ

ン
名
が
「
ベ
ル
シ
ャ
ド
ウ
東

浦
和
」
と
記
載
の
処

正
式
名

称
は
「
ベ
ル
シ
ャ
ト
ウ
東
浦

和
」
と
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
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我
が
街
紹
介

「
川
口
市
」

子
ど
も
真
ん
中
社
会

マ
ン
シ
ョ
ン
の
子
供
た
ち

QRコー

ドから埼管

ネットWEBサ

イトの賛助

会員さんの

ページにリ

ンクします。

初夢はどの様な夢を見られましたか？
1富士 2鷹 3茄子 4扇 5煙草 6 座頭（坊主）が良いと言われて
おります。これは、徳川家康の故郷駿「駿河の国 (今の静岡県中央

部)の名物」を順に並べたという説があります。「富士山が天高くそび
えており、ふもとの広い裾野では、鷹が勇壮にとびかい、地上には、
美しい茄子の花が咲き乱れている。」のは、素晴らしい風景を想定し、

この夢を見れば縁起が良いとされました。

編 集 後 記


